
 

（第２号様式）   
令和７年４月30日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立茅ケ崎高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・生徒一人ひとりの

能力やニーズを踏ま

えながら、生徒の

「生きる力」を育む

教育課程の編成に取

り組む。 

・基礎学力の確実な

定着を図るために、

主体的・対話的で深

い学びの実現に向け

た授業改善を組織的

に推進する。 

 

・生徒の「主体的に学習

に取り組む態度の向上お

よび定着」に向けて、授

業改善を目的とした計画

的・組織的な取組を充実

させる。 

・授業で習得した知識・

技術を活用する「課題解

決型」の授業を各教科で

導入・展開できるよう組

織的に取り組む。 

・生徒の学習能力差が顕著

になりつつある現状に対処

するため、個別最適な学び

の実現に向け、組織的な取

組を図る。 

 

・「課題解決型」の授業を

浸透させるため、各教科の

取組（授業案や教材）を共

有して、組織的に授業改善

を図る。 

・各教科での取組事例を授

業研究会等で共有し、実際

の授業で役立てることがで

きたか。 

 

・生徒が記入する授業の振

り返りシート、定期試験の

結果、生徒による授業評価

アンケートの回答結果等か

ら授業改善の取組が反映さ

れているか。 

     

２ 生徒指導・支援 

・基本的生活習慣の

確立と、社会的規範

意識の醸成を図り、

社会性を養う。 

・自己肯定感、自己

有用感を高める。 

・個性や多様性を尊

重し合える豊かな心

を育成する。 

・生徒自身が主体的に規

範意識を高める活動の導

入や、社会性を育む機会

の充実を図る。 

・個々の生徒が抱えてい

る困りの解消に向けた組

織的支援相談体制の強

化。 

・社会見学など校外学習を

通して生徒自らが考え行動

できる機会を設定し、生徒

の規範意識の醸成を図る。 

・巡回や声掛けを通して生

徒が安心できる学習環境を

つくると共に、個々の生徒

の困りの解消に向けた相談

体制の一層の充実を図る。 

・多くの生徒が校外行事等

へ参加できるよう、企画内

容を工夫し、参加率 90％を

超えることができたか。 

・巡回や声掛けに加え、

SC,SSW,外部機関とのさら

なる連携強化を通して、す

べての生徒の困りを解消す

ることができたか。 

 

     

３ 進路指導・支援 

・学習活動を通じて,

生徒の基礎的・汎用

的能力を段階的に育

成し、生徒一人ひと

りが自己の生き方、

あり方を考え、主体

的に希望の進路を実

現できるよう支援体

制を充実させる。 

・自らの進路や自己実現

に向けて、主体的に取り

組むことのできる態度を

育成する。 

・進路実現に向けた情報

と学習機会の提供を組織

的に行っていく。 

・多くの生徒がオープンキ

ャンパスやインターンシッ

プに参加できるよう、情報

提供など環境を整備する。 

・キャリアガイダンスなど

の機会を通して、卒業生や

地域資源を有効活用し、

個々の進路希望の実現に向

けて支援を行う。 

・オープンキャンパスやイ

ンターンシップに参加した

生徒が昨年の実績を上回る

ことができたか。 

・進学、就職共に幅広い分

野の外部資源を有効に活用

することができたか。 

・卒業予定者全員が希望す

る進路を実現することがで

きたか。 

 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

・生徒が持続可能な

社会の担い手として

活躍できるよう、学

校を中心に家庭と地

域が一体となって協

働できる具体的な方

策を検討・導入す

る。 

・地域との連携を深化さ

せ、生徒の人間関係形成

能力の向上を図り、社会

参画の意欲と態度を育成

する。 

・地域資源を有効に活用

し、生徒の防災・安全に

対する意識の向上を図

る。 

・学校外で社会に触れる場

(校外学習や登下校中、ア

ルバイト経験など)を通し

て、社会と関わることへ

の意識向上を図る。 

・市役所、警察、保健所

などと連携し高校生をと

りまく今日的課題に対す

る講演会を開催し、生徒

の安全意識向上を図る。 

・生徒が社会の一員である

ことを自覚し、学校外での

活動に積極的に参加し、地

域との関わりを深めること

ができたか。 

・交通安全教室や薬物乱用

防止講演会など、地域資源

を有効に活用し、生徒の安

全意識の向上に繋げること

ができたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

・常に安心安全で快適

に学べる学習環境を

維持する。 

・職員が一人ひとり

の生徒に向き合える

環境を整え、働き方

改革をより促進す

る。 

・定時制の閉課程を見据 

えて学校行事の精選を図

る。 

 

・各分掌で担当する個々

の業務内容を新着任者で

も滞りなく対応できるよ

うマニュアルを作成す

る。 

・各分掌で閉課程に向けた 

行程を策定し、職員数減少

を見据えた業務の精選、簡

素化を行う。 

・各分掌が担当する業務に

ついて、引継ぎマニュアル

を整備する。 

・各分掌で担当する業務の 

精選、簡素化を実施するこ

とができたか検証する。 

・少数の職員でも滞りなく 

教育活動が実施できるよう

な引継ぎマニュアルを整備

できたか。 

     

 

 


